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東海連合支部Web活用 2024.12.8

連合支部構成
・3支部 521名の会員

愛知支部 291名
岐阜支部 154名
三重支部 76名

・メールアドレス登録者 104名

＊広く情報を流し、人との繋がりをより広くし
自分の仕事や人生を有益に豊かに

（東海連合に囚われず、全国から参加募集）

＊諸事情で会場に来れない人にも機会を提供

＊参加できなかったことも、後日情報として
閲覧し同じ情報を共有

・総会
2021年度からハイブリッド配信

・役員会（6回/年）
ハイブリッド開催（遠距離の人はZoomで参加）

・交流会
2020年7月から異業種交流会に導入

店からハイブリッド配信
2021年2月から「オンライン交流会」スタート

店での異業種交流会は継続実施（コロナ過一時中断）

＊定期的開催行事をZoomで実施

＊小集団活動
・若手の会（H15以降の卒業）

会場またはZoomで開催
東海を中心に、四国、九州から参加

：これきっかけに2024.11.長崎旅行実施し（8名）、
西九州支部と交流

＊行事開催案内・報告書情報を
工業会のHPを活用して展開

１．狙いと活動経緯
＝狙い＝

＝活動経緯＝



２．2024年度行事とオンライン活用状況
年間行事数 58件

（R6年4月～R7年3月計画）

連合支部主催 36件
3支部主催 22件

連合支部主催36件
ハイブリッド配信 7回

・役員会 6回
・総会・講演会 1回

オンラインのみ 8回
・オンライン交流会 6回
・若手の会・オンライン 2回

連合主催
６２．１％

3支部主催
37.9％

＊連合支部主催が全体の2/3

ハイブリッド配信
19％

オンラインのみ
22％

対面
58％

＊対面方式が半分以上だが
オンライン活用は41%もある

＊2025年度もほぼ同様な行事予定で、
具体的テーマ内容については検討開始



3．活用具体例
①役員会（ハイブリッド開催）

・年6回開催
・開催場所（名古屋、岐阜、四日市 各2回）
・毎回2~3名オンライン参加

地域が広く会場まで遠い
神奈川県、東京在住の役員もあり

＊Wi-Fi環境が無いのでスマフォのテザリング活用
＊機材は自前調達（個人所有物、会社から借用）
で会場へ持参

②総会、講演会（ハイブリッド開催）

・総会時（5月開催）に来賓、講師が来名して実施
・開催場所はWi-Fi環境も整った会場

＊機材は自前調達（プロジェクタのみ借用）
＊機材操作に慣れが必要で複数人で対応⇒ 今後、簡素化して使いやすいシステムトライ

2024.5 総会・講演会
出席者42名
内オンライン14名



③オンライン交流会
・2か月に1回、Zoom での開催

（偶数月 第3日曜日18:00～20:00）
2020年7月開始、2024.10月に第31回開催

・内容
参加者の近況報告 ⇒ トーク ⇒ 意見交換

・トーク
毎月参加者の一人が、４５分～1時間のトーク
テーマ：趣味、現役時代の技術話、体験談、市民活動

現役の仕事関係、桐生と結んでの話 等々

・若手からシニア層まで、全国（10都道府県）から
毎回20数名参加
延べ501名の参加者

・新しい繋がりができつつある
・「人生の振り返り」にも有効

＊課題：新鮮味のあるテーマ、運営方法
⇒ 若手OB・OG（平成卒）、学生にも声掛け

・第32回は学生（3年生）がトーク決定

さいたま修
56C松原郁也国定忠治について2023.1226

愛知H04
M秦 誠一和弓と人工知能 機械なのか道具なのか2024.227

各地から各地の春の風景2024.428

神山ビー
ル神山ビール2024.629

愛知H16B山田章博群大八木節同好会の想い出 そして今も続く
繋がり2024.830

愛知４９C清水堪蔵ヒマラヤ展望ハイキングの体験談2024.1031

＊最近の開催テーマ

＊トークからの展開例
・交流会参加をきっかけに、四国支部と共同で徳島旅行実施、

さらに「現地ビール工房」から生中継の会にまで発展
・参加会者間で昔の繋がり（研究室、クラブ活動、寮下宿）の

再確認ができ、新しい繋がりに発展
・発表する原稿つくりで、まとめたり調査することにより

振り返りや自身の勉強にもなり有益との声も多々あり。
・トークにより、昔の仲間が集まり繋がりがさらに

強くなってきた



来週開催

ご参加お待ち
しています

申込
二宗まで
nishu@post.email.ne.jp


